
■ 1,,

/

会計予算 5ri

ド

■■ :葉
.   .ヽ・  :

|        ■,

発

`T:鹿
児 島 県 曽 於 市 議 会  編

千899‐ 3092 鹿児畠県曽於市末吉町二之 TJ 930

集  議 会 広 報 等 調 査 l~別 委 員 会
~T[L_〔

)986-76-8816 「 ハX0986-76-8901

―
フラク

轟
〈
不
・

祉福ｂヽし ゃ

・　
　
ヽ
　
一
・

一一一一一一一中

一
〓
一
・
・

，
」・〓中一

学

)フ

/夢

|‐¬



篤

踊
の減 辺

誰
葉
に

７
０
万
円

鴨メセナ食彩センター敷地内

3月定例会は,2月 24日開会し,3月 29日に閉会しました。

定例会では,平成24年度当初予算や平成23年度予算の補

正に関するもの,曽於市乳幼児医療費助成金支給条例の一

部を改正する条例の制定など29件・平成24年度一般会計予

算に対する付帯決議などを審議・議決しました。
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勒　
当
初
予
算
　
鱚

（賛
成
多
数
　
可
決
）

本
年
度

の

一
般
会
計

当
初
予
算
は
、
平
成

２３

年
度
当
初
予
算

に
対
し

て
、
３
億

８
７
０
０
万

円
、
Ｒ
％
減

の
２
１
５

億
６
千
万
円
で
す
。

歳
入
で
市
税
は
、
固
定

資
産
税

の
評
価
替
え

に

よ
る
減
収
見
込
み
に
よ

り
３
．
２
％
減

の
２７
億
５
０

０
３
万
円
。
地
方
交
付
税

（普
通
交
付
税
）
は
、

０
・
２

％
増
の
８４
億
２
千
万
円
。

国
庫
支
出
金
は
、
子

ど
も
手
当
国
庫
負
担
金

等

の
減

に
よ
り
４
．
６
％
減

の
２２
億
５
１
３
６
万
７

千
円
。

県
支
出
金
は
、
食
肉
等

流
通
体
制
整
備
事
業
費

補
助
金
等

の
減
に
よ
り
、

２０

．
８
％
減
の
１４
億
３
４

９
２
万
１
千
円
を
計
上
。

繰
入
金
は
、
財
政
調
整

基
金
や
ふ
る
さ
と
開
発

基
金
繰
入
金
等
に
よ
り
、

４７

・
１
％
増
の
７
億
９
２

３
８
万
２
千
円
を
計
上
。

市
債
に
つ
い
て
は
、
光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
整
備
事

業
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

・

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
等
整

備
事
業
、
ゆ
ず
冷
凍
施

設
整
備
事
業
等
が
増
と

な
り
、
消
防

セ
ン
タ
ー

整
備
事
業

や
農
産
加
工

研
修

セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
等

の
減

に
よ
り
、
ｍ

％
減

の
３９
億
４
９
１
０

万
円
が
主
な
も
の
で
す
。

歳
出

で
は
、
人
件
費

が
職
員
数

の
減

に
よ
り

師
％
減

の
３２
億
３
９
７

３
万
５
千
円
、
物
件
費

は
２
％
減

の
２５
億
３
８

１
０
万
３
千
円
。
維
持

補
修
費
は
、

６
．
９
％
増
の
２

億
２
６
２
３
万
１
千
円
、

扶
助
費
は
、

１
・
５
％
減
の
３４

億
８
５
５
９
万
２
千
円
、

補
助
費
等
は
、

３
．
４
％
減

の
２３
億
２
２
０
０
万
５

千
円
、
公
債
費

は
、

１
・
３

％
減

の
２９
億
９
０
４
３

万
２
千
円
、
積
立
金
は
、

ま
ち
づ
く
り
基
金
積
立

金
等
の
減
に
よ
り
、

３７

・

９
％
減

の
３
億
９
９
０

７
万
８
千
円
、
操
出
金

は
、
“
％
増
の
１７
億
１
５

６
４
万
２
千
円
。
ま
た
、

普
通
建
設
事
業
費
は
、
健

康
増
進
整
備
事
業
、
ゆ

ず
冷
凍
施
設
整
備
事
業
、

パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場

。
フ

ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
等
整
備

事
業
、
市
道
整
備
事
業
、

及
び
財
部
中
学
校
校
舎

改
築
事
業
等

に
よ
り
３
．
３

％
増

の
４５
億
８
３
０
１

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

バークゴルフ場・フラワーバーク等整備事業

曽於市健康増進施設 完成予想パース回

(仮称)健康増進施設完成予想パース図

t」 曽於議会だより No28 H24年 5月 発行



子ども医療費助成事業

89685万8干円
中学校終了までの子ども達約4,300人が対象となります。

高齢者見守り対策事業

19075万8千円
声かけや安否確認等を行うことにより

在宅福祉の促進を図ります。

市道新設改良工事

79500正FI∃

計画的に市道の改良を進めています。

ゆず冷凍施設整備事業

2億29770万 1T円
搾汁液 300t冷凍保存できる施設をつくります。

ゆず搾汁センターでの選果風景

桜並木ライトアップエ事

19800万円
来年から夜桜を楽しく観賞できます。

り1己口[r工F三1,″
―`   __―

医療費無料で子育て安心

ざ

お元気ですか

おおすみ弥五郎伝説の里全景

河原 。飛佐線 (大隅町)

曽於議会だより No28 H24年 5月 発行 (う



平成24年度一般会計 215億 6,000万円はこのように使われます

☆市民サービスのために 28億9,692万6千円

議会費  2億 1867万2千円

総務費‐ 26億7,82514千円

☆豊かなくらしのために 23億8:749万6千円

労働費   1,1郎万2千円

農林水産業費  22億 83万 2千円

商工費  1億 71538万 2千円

☆文化と教養のために  22億8,90リフ千円

☆備えのために(予備費)  3,00"刃千円

☆生きがいと健康のために 77E8,505万 1千円

民生費 62憶9,558万0千円

衛生費 14億&947万 1千円

☆くらしと安全のために

土木費

消防費

災害復旧費

☆返済のために(公債費)

31億81104万8千円

24億 675万6千円

7億4,463万 0千円

"“
万2千円

四億9=043万2干円

【
　
特
別
会
計
　
】

灘
平
成
２４
年
度
曽
於
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

（賛
成
多
数
　
可
決
）

世
帯
数
７
６
７
５
世
帯

被
保
険
者
数
１
万
３
２
４

７
人

予
算
６３
億
６
２
７
１
万
６

千
円

一
般
会
計
か
ら
８
千
万
円

の
繰
入
を
行
う
。

国
保
会
計
の
財
政
の
厳
し

い
理
由
は
、
国
か
ら
の
補

助
金
の
カ
ッ
ト
が
あ
る
か

ら
で
す
。

貴
平
成
２４
年
度
曽
於
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

（賛
成
多
数
　
可
決
）

被
保
険
者
数
８
６
０
８
人

７５
歳
以
上
の
市
民

（６５
歳

以
上
の
寝
た
き
り
を
含
む
）

高
齢
者
を
７５
歳
以
上
に
区

別
す
る
べ
き
で
な
い
と
の

意
見
あ
り
。

予
算
５
億
４
２
４
万
２
千

円

（“
％
増
）

責
平
成
２４
年
度
曽
於
市
介

護
保
険
特
別
会
計
予
算

（賛
成
多
数
　
可
決
）

被
保
険
者
数
１
万
３
６
４

０
人

予
算
４７
億
３
１
２
８
万
１

千
円

（滉
％
増
）

４
月
よ
り
介
護
保
険
料

の
値
上
げ
が
さ
れ
介
護
を

受
け
た
く
て
も
受
け
ら
れ

な
い
人
が
出
て
く
る
。
心

配
が
あ
る
と
の
意
見
あ
り
。

価
平
成
四
年
度
曽
於
市
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

（賛
成
多
数
　
可
決
）

予
算
３
億
１
８
１
０
万
７

千
円

水道事業会計

項 目 24年度 23年度 前年比

収益的収入 5億5,535万 6千円 5億4,590万 3千円 1.70/0

収益的支出 4億9,195万 3千円 5億 1,151万 8千円 A3.80/0

資本的収入 7,500万 円 1億 1,800万円 A36.40/0

資本的支出 2億9,863万 1千円 3億9,280万 9千円 A240/o

会計名 24年度(当初予算) 23年度(当初予算) 前年対比 被保険者数

二 般 会 計 215億6,000万円 219億4,700万円 ▲1.8%

特

別

〈
〓

計

国 民 健 康 保 険 63億6,271万 6千円 601意 6,520万円 4.90/0 13,247人

後 期 高 齢 者 医 療 5億424万 2千円 4億7,539万8千円
1  6.10/0 8,608人

介 護 保 険 4フ億3,128万 1千円 46億3,378万8千円   2.10/0 13,640人

公 共 下 水 道 事 業 3億 1,810万7千円 3億9,702万8千円  ▲ 19.90/0

生活排水処理事業 1億638万8千円 8,451万 1千円 259%

⑤ 曽於議会だより No28 H24年 5月 発行



貴
平
成
２４
年
度
曽
於
市
生
活

排
水
処
理
事
業
特
別
会
計

予
算（全

会

一
致
　
可
決
）

予
算
１
億
６
３
８
万
８
千

円
、
財
部
地
域
を
中
心
と

す
る
合
併
処
理
浄
化
槽
予

算
で
あ
り
ま
す
。

贄
平
成
２４
年
度
曽
於
市
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算

（賛
成
多
数
　
可
決
）

給
水
戸
数
１
万
４
３
２
３
戸

年
間
給
水
量
４
１
０
万
６

９
７
９
３ｍ

水
道
事
業
収
益
５
億
５
５

３
５
万
１
千
円

建
設
改
良
費
２
億
１
７
３

８
万
１
千
円

末
吉
地
区
の
八
反
地
区
の

ボ
ー
リ
ン
グ
選
定
に
問
題

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

の
意
見
あ
り
。

曽
於
市
乳
幼
児
医
療
費
助
成

金
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（全
会

一
致
　
可
決
）

壺
市
民
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
公
園
の

賛
否
を
決
め
る
陳
情
書

（賛
成
少
数
　
不
採
択
）

提
出
者
　
曽
於
市
大
隅
町

岩
川
１
４
５
１
番
地

谷
　
川
　
圭
［　
明
　
氏

他
２
名

議
員
は
市
民
に
選
ば
れ

た
代
表
で
あ
る
か
ら
議
会

制
民
主
主
義
に
お
い
て
議

員
自
ら
の
責
任
と
判
断
で

決
定
す
べ
き
と
い
う
意
見

が
多
数
で
あ

つ
た
。

目

条

例

目

市当局は,平成 23年度においてパータゴルフ場 。フラワーパーク等整備事業として,設計
技術提案 (プロポーザル)に よる公募を行い,プロポーザル審査会を経て,候補地を2地区か
ら末吉町胡摩地区に特定され,平成24年度曽於市一般会計予算の中にパークゴルフ場 。フラ
ワーパーク等整備事業費として2億 5,812万 5千円の予算措置がされております。

議会としても,関連する陳情が提出されるなど,市民の関心が高く,重要な案件であると位
置付けられることから,パークゴルフ場 。フラワーパーク整備事業調査特別委員会を設置し,

慎重に審査並びに調査を継続中であります。

特別委_員 会の審査においては、多くの意見の中に,環境の問題,市民への説明不足といった
重要と思われる課題が幾つか出されたところであります。

これらの問題について,特に徹底した環境調査が必要と思われ,ま た,現在.パークゴルフ

場 。フラワーパーク整備事業調査特別委員会においても調査継続中であり,委員会としての結
論を得ていないことから,下記の事項を決議するものであります6

言己

1.議案第 23号 平成 24年度曽於市一般会計予算について

第2款総務費 第 1項総務管理費 第5目企画費における「 パークゴルフ場 。フラワーパー

ク等整備事業 」事業費2億 5,812万 5千円については,パークゴルフ場 。フラワーパーク整

備事業調査特別委員会が結論を得るまでの間,予算の執行を凍結すること。

以上,決議する。

平成 Z年 3月 29日

鹿児島県曽於市議会

曽於議会だより No.28 H24年 5月 発行⑥



一般質問

市
長
／
自
紙
に
戻
す
考
え
は
な
い

固
一　
ど
ん
ぶ
り
計
算
と
は

納
得
で
き
な
い
。

今
後
見
直
し
を
し

固
一　
次
に
、
環
境
問
題
を

考
え
ず
建
設
予
定
地
を
決

め
た
点
に
つ
い
て
。

胡
摩
地
区
は
、
昔
か
ら

畜
産
が
集
中
し
て
い
る
。

な
ぜ
、
悪
臭
の
調
査
を

し
な
か
っ
た
の
か
。

市
長
　
２
回

ほ
ど
行

っ

た
が
、
体
感
で
は
問
題
な

か
っ
た
。

市
長
　
ハ
エ
が
多

い
場
所

で
は
な
い
と
思
う
。

固
　
調
査
を
さ
れ
た
う
え

で
の
答
弁
か
。

市
長
　
今
後
、
調
査
を
行

い
た
い
。

固
一　
次
に
、
排
水
対
策
に

つ
い
て
。

答
弁
や
事
業
計
画
な
ど

か
ら
し
て
、
対
策
が
不
十

分
で
は
な
い
か
。

市
長
　
今
後
し
っ
か
り
し

た
事
業
計
画
を
出
し
た
い
。

固
一　
以
上
の
質
疑
で
利
用
、

収
支
計
画
、
環
境

や
排

水
対
策
が
不
十
分
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

こ
の
為
、
今
回
提
案
さ
れ

た
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
建
設

の
予
算
は
、
白
紙
に
戻
す

よ
う
要
求
し
た
い
。

市
長
　
白
紙
に
戻
す
考
え

は
な

い
。

財
部
温
泉
セ
ン
タ
ー
　
・

従
業
員
の
賞
与
支
給
は

固
　
平
成
２２
年
度
の
賞

与
を
従
業
員
に
支
給
し

な
か
っ
た
の
は
、
市
に
落

ち
度
が
あ
っ
た
と
答
弁
が

あ
っ
た
。

今
後
市
は
、
何
ら
か
の

形
で
す
べ
て
の
従
業
員
に

賞
与
を
支
給
す
べ
き
だ
。

市
長
　
６
月
議
会
ま
で
に

は
、
回
答
し
た
い
。

閥
□
目
曰
　
利
用
、
収
支

計
画
が
お
お
ざ

っ
ぱ
で
は

な
い
か
。

４
点
を
質
問
し
た
い
。

フ
ラ
ワ
ー
公
園
は
、
市
外

の
利
用
者
を
８
万
人
と
見

込
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
過
大

な
見
込
み
数
で
は
な
い
か
。

池
田
市
長
　
今
後
見
直
し

を
し
た
い
。

閻
一　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
、

年
間
の
利
用
者
を
３
万
７

５
０
０
人
と
見
込
ん
で
い
る
。

し
か
し
市
内
、
市
外
の
利

用
者
を
分
け
て
い
な
い
な

ど
お
お
ざ
つ
ぱ
で
は
な
い
か
。

昌
一
　

市
長
　
次
回
の
議
会
ま
で

端　　に内
訳を一小した
い。

一峰

　

固

　
グ

ラ
ウ

ン
ド
ゴ

ル
フ

徳

　

に

つ
い
て
。

市
外
の
利
用
者
は
期
待

で
き
な
い
。

一
方
、
市
内

の
利
用
者
を
わ
ず
か
６
千

人
と
見
込
ん
で
い
る
。
こ

の
た
め
に
何
億
円
も
金
を

か
け
て
建
設
す
る
の
か
。

市
長
　
６
千
人
よ
り
多
く

な
る
の
で
は
な
い
か
。

固
一　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

の
年
間
の
収
入
１
２
０
万

円
、
支
出
１
２
９
万
円
は
、

数
字
が

一
ケ
タ
小
さ
い
。

市
長
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
の
支
出
が
少
な
い
の
は

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
支
出
で
計

算
に
入
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

た 市
い 長

う固
か

○

 ハ

エ

に
つ

い

て
は
ど

建設予定地から 1.5km圏 内にある

畜産関連農場の現状 (市長答弁より)

農場等 箇所 頭羽数

ブロイラー 5 108,000

鶏
ツ́ 2 640,000

肥 育 牛 1 2,000

豚 9 5,000

畜 産 企 業 1 6,000

⑦ 曽於議会だより No28 H24年 5月 発行



市
長
／
現
在
調
査
中
で
あ
る

困
圏
塑
□
日
　
曽
於
市
有
機

セ
ン
タ
ー
脱
臭
棟
の
屋
根
が

倒
壊
し
た
が
原
因
は
何
か
。

池
田
市
長
　
当
時
請
け
負

っ
た
設
計
及
び
施
行
会
社

に
倒
壊
の
原
因
に
つ
い
て

究
明
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

脱
臭
棟
内
の
木
材
部
材
が

湿
潤
状
態
で
部
材
の
強
度

が
低
下
し
、
破
断
し
た
た

め
、
倒
壊
し
た
と
の
報
告

が
あ

つ
た
。

固
　
今
後
改
修
は
ど
の
よ

つヽ
に
行

つゝ
の
か
。

市
長
　
倒
壊
し
た
脱
臭
棟

は
、
３
月
ま
で
に
解
体
撤
去

し
平
成
２４
年
度
予
算
に
よ

り
改
築
の
予
定
で
あ
る
。

閻
一　
有
機
セ
ン
タ
ー
の
管

理
に
つ
い
て
は
、
市
職
員
は

常
駐
さ
せ
な
い
と
聞
い
た

が
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に

運
営

・
管
理
し
て
い
く
の
か
。

市
長
　
行
革
に
伴
う
職
員

の
定
数
削
減
に
伴
い
、
平

成
２４
年
度
か
ら
有
機
セ
ン

タ
ー
の
管
理
運
営
を
外
部

委
託
す
る
予
定
で
あ
る
。

管
理
運
営
の
方
法
と
し
て

は
、
現
在
の
作
業
員
全
員

を
引
き
続
き
雇
用
す
る
こ

と
と
し
、
市
職
員
に
変
わ

る
２
名
の
職
員
を
新
た
に

常
駐
さ
せ
て
、
曽
於
市
の

直
営
と
し
て
引
き
続
き
運

営
を
行
っ
て
い
く
。

公
立
高
校

再
編
に
つ
い
て

固
　
曽
於
市
内
に
３
つ
の

公
立
高
校
が
あ
る
が
、
今

後
と
も
存
続
で
き
る
か
。

市
長
　
曽
於
市
で
は
、
市

教
育
活
性
化
対
策
委
員
会

高
校
部
会
で
意
見
を
出
し

て
も
ら
い
、
今
ま
で
５
回

の
部
会
を
開
催
し
た
。

こ
の
部
会
で
、
ま
ず
第

一
段
階
と
し
て
、
末
吉

・

財
部
を
再
編
統
合
し
、
岩

川
高
校
は
、
＞」
ン」
２
、３
年

自
助
努
力
を
発
揮
す
る
こ

と
で
意
見
を
ま
と
め
、
「大

隅
地
域
の
公
立
高
校
の
在

り
方
検
討
委
員
会
」
に
報

告
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

固
　
高
校
の
授
業
料
無
料

化
に
伴
い
、
曽
於
市
の
特

別
奨
学
金
制
度
が
廃
止
さ

れ
た
が
、
こ
れ
に
代
わ
る

地
元
高
校
に
入
学
す
る
生

徒
へ
の
支
援
ま
た
は
、
高

校
振
興
対
策
は
新
た
に
考

え
て
い
る
か
。

例
え
ば
、
地
元
高
校
に

在
籍
す
る
生
徒
の
バ
イ
ク

免
許
取
得
の
助
成
や
、
バ

ス
通
学
の
定
期
券
の
助
成

な
ど
。

．教
育
長
　
具
体
的
な
対
策

は
ま
だ
考
え
て
い
な
い
が
、

ふ
れ
あ
い
バ
ス
な
ど
の
利

用
を
含
め
て
、
何
ら
か
の

手
立
て
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

一〇

今鶴 ,台信 議員

倒壊した有機センターの脱臭棟

岩川高校

再編の渦中にある市内県立高校

曽於議会だより No28 H24年 5月 発行



市長1/防災組織の充実を図る

目
国
圏
日
　
地
域
住
民
が

深
川
駐
在
所
の
存
続
を
要

望
し
、
県
警
察
本
部
長
に

１
４
４
２
名
の
署
名
を
添

え
て
、
陳
情
が
な
さ
れ
た
。

今
後
、
犯
罪
防
止
や
抑

止
力
の
観
点
か
ら
市
長
に

お
い
て
は
、
県
警
の
再
編

計
画
に
ど
の
よ
う
な
対
応

が
考
え
ら
れ
る
か
。

池
田
市
長
　
県
に
提
出
す

る

「
存
続
を
望
む
陳
情

書
」
を
拝
見
し
話
を
伺
い
、

地
域
の
考
え
を
十
分
理
解

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今

年
１２
月
ま
で
結
論
が
延
ば

さ
れ
、
今
後
地
域
の
意
見

を
取
り
入
れ
て
再
度
検
討

さ
れ
る
と
思
う
。

閻
一
自
主
防
災
組
織
に
つ

い
て
の
対
応
は
ど
う
で
あ

る
か
、
組
織
率
の
向
上
と

今
後
の
対
応
は
ど
う
で
あ

る
か
。

市
長
　
地
域
住
民
の
連
帯

に
よ
り
、
防
災
活
動
が
消

防
行
政
に
取
り
入
れ
ら
れ
、

自
主
防
災
力
の
向
上
を
目

指
し
て
い
る
。

今
ま
で
自
治
会
を
単
位

杉雄 議員

と
し
た
組
織
率
は
４２

・
９

％
で
あ

っ
た
が
今
回
、

１６

の
校
区
公
民
館
が
設
立
し

て
、
組
織
率
が
６６

・
７
％

と
な
り
組
織
活
動
を
維
持

す
る
た
め
の
施
策
等
を
検

討
す
る
。

固
一　
犯
罪
発
生
に
対
し
て

は
連
携
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
る
が
、

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
ど
う
か
。

ま
た
、
川
内
団
地
で
の
タ

イ
ヤ
パ
ン
ク
事
件
の
そ
の
後

の
対
応
は
ど
う
で
あ
る
か
。

市
長
　
自
主
防
犯
に
地
域

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
や
見
守
り

隊
の
２９
団
体
が
加
入
し
、

日
々
活
動
を
さ
れ
て
い
る

の
で
、
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
協
力
を
い
た
だ
き
、

取
り
組
ん
で
い
く
。

川
内
団
地
の
駐
車
場
に

は
、
平
成
２３
年
度
で
５
基
、

平
成
２４
年
度
で
１０
基
の
防

犯
灯
を
設
置
す
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は

現
在
検
討
し
て
い
な
い
。

メ
セ
ナ
温
泉
の

宿
泊
施
設
の
増
設
を

固
　
メ
セ
ナ
温
泉
の
宿
泊

施
設
の
増
設
の
必
要
性
に

つ
い
て
ど
う
で
あ
る
か
。

市
長
　
増
設
に
つ
い
て
必

要
性
は
感
じ
て
い
る
。

今
の
と
こ
ろ
具
体
的
な

検
討
は
し
て
い
な
い
が
、

今
後
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

固
一　
温
泉
の
利
用
増
は
も

と
よ
り
、
観
光
の
観
点
か

ら
宿
泊
も
県
内
外
に
発
信

し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
等

団
体
の
合
宿
誘
致
に
努
力

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
県
な
ど
を
通
じ
て

大
学
等
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿

の
案
内
は
あ
る
が
、
宿
泊

施
設
が
収
容
し
き
れ
な
い
。

色
々
な
観
点
か
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
。

気をつけていつてらつしゃい (柳迫交差点 )

安心安全の為に防犯灯

(D曽於議会だより No28 H24年 5月 発行



市
長
／
議
会
が
否
決
し
た
と
き
に
考
え
る

呼
べ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

ど
う
考
え
る
か
。

市
長
　
一一オ
イ
の
問
題
は

調
査
す
る
。

固
　
こ
の
事
業
は
た
い
へ

ん
な
赤
字
が
予
想
さ
れ
る
。

ど
う
責
任
を
と
る
の
か
。

市
長
　
合
併
記
念
と
し
て

こ
の
ま
ま
進
め
て
い
き
た
い
。

固
　
議
会
が
否
決
し
た
ら

尊
重
す
る
か
。

市
長
　
議
会
が
最
終
判
断

し
た
場
合
は
、
そ
の
時
に

考
え
る
。

ハ
ム

・
ウ
イ
ン
ナ
ー
な
ど

．手
作
つ
加
工
所
を

．　
一

固
　
ナ
ン
チ
ク
等
と
協
力

し
あ

っ
て
観
光
や
市
民
の

手
作
り
加
工
所
の
建
設
は

で
き
な
い
か
。

市
長
　
加
工
所
の
建
設
は

で
き
な
い
が
、
技
術
的
指

導
の
協
力
が
得
ら
れ
れ
ば

既
存
施
設
の
活
用
を
考
え

た
い
。

固
　
玄
田
産

の
市
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
ハ
ム
や
ウ

イ
ン
ナ
ー
の
手
作
り
加
工

の
体
験
を
さ
せ
る
こ
と
は

大
切
な
こ
と
で
は
な
い
か
。

五位塚

固

本目
続
が
で

き
て
な
い

囲
日
囲
国
目
　
胡
摩
地
区

に
つ
い
て
市
長
は
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

池
田
市
長
　
市
の
中
心
地

域
で
あ
り
、
７
フ
ツ
ト
で
高

齢
者
等
に
利
用
し
や
す
い
。

ま
た
、
山
林
で
あ
り
用

地
費
が
安
価
で
あ
る
。

固
一　
市
民

の
声
は
ま
す

ま
す
建
設
中
止
の
声
が
広

が
っ
て
い
る
。

中
止
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
建
設
中
止
の
声
が

あ
る
こ
と
も
承
知
し
て
い

る
。
推
進
の
声
も
多
く
あ 口貝

　

り
、
地
域
活
性
化
に
つ
な

疇
　
が
る
の
で
中
止
の
考
え
は

岡

　

な

い
。

地
権
者
と
筆
数
は
い
く
つ
か
。

市
長
　
個
人
で
１７
名
の
３２

筆
、
共
有
名
義
で
２
筆
あ

り
合
計
３４
筆
で
あ
る
。

固
　
こ
の
建
設
場
所
か
ら

‐
・
５

ｋｍ
以
内
に
１８
の
農
業
施

設
が
あ
り
、
ニ
オ
イ
、
ハ

エ
な
ど
問
題
は
な
い
か
。

市
長
　
一
一度
ほ
ど
足
を
運

ん
だ
が
、
ニ
オ
イ
は
感
じ

な
か
っ
た
。

固
　
私
は
こ
の
下
流
で
田

を
作

っ
て
い
た
が
、
ニ
オ

イ
、
ハ
エ
、
便
所
バ
チ
な

ど
で
、
と
て
も
観
光
客
を

ま
た
、
観
光
客
を
呼
ぶ
た

め
に
も
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長
　
畜
産
の
加
工
を
含

め
て
農
産
物
の
加
工
を
高

め
て
い
く
こ
と
は
大
切
で

あ
る
。
県
が
大
隅
半
島
の

農
産
物
加
工
体
験
施
設
の

考
え
も
あ
る
の
で
、
県
と

一
体
と
な

っ
て
前
向
き
に

検
討
し
た
い
。

一住
宅
リ
フ
オ
ー
ム
　
．●

固
一　
平
成
２３
年
度
の
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
の
実
績
は
い

く
ら
か
。

市
長
　
８８
件
の
９
３
７
万

円
の
補
助
を
見
込
ん
で
い
る
。

固
　
こ
の
事
業
の
経
済
効

果
は
大
き
い
と
考
え
る
が

ど

つゝ
か
。

市
長
　
事
業
効
果
は
１
億

５
千
万
円
程
で
大
き
い
と

考
え
る
。

固
一　
給
湯
器
や
サ
ッ
シ
取

替
な
ど
、
大
工
工
事
や
労

務
費
が
伴
う
工
事
に
つ
い

て
も
支
援
を
広
げ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
長
　
労
務
費
が
伴
う
も

の
は
考
え
て
い
く
。

胡摩地区の予定地で説明中

ピカピカの調理場 (大隅農産加エセンター)
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市長/完成までに 13億円の効果、

雇用も期待できる。

田

□

圃

園

　

パ

ー

ク

ゴ

ル

フ
場

、

フ

ラ

ワ

ー

パ

ー

ク

計
画
に
お
い
て
曽
於
市
内

へ
の
経
済
効
果
は
。

池
田
市
長

　

用
地
取
得
、

工
事
全
般
で
約
１３
億
円
の

経
済
効
果
を
見
込
ん
で
い
る
。

固
　
雇
用
促
進
は
で
き
る

の
か
。

交
流
人
口
を
ど
れ
く
ら

い
予
測
し
て
い
る
の
か
。

市
の
特
産
品
の
販
売
効

果
へ
結
び
つ
け
ら
れ
る
の
か
。

市
長

　

一屋
用
も
創
出

で

き

る

。

完

成

後

は

年

間

１０
数
万
人

の
交
流
人

口
を
見
込
ん
で
お
り
、

５
千
８
０
０
万
円
の
経
済

効
果
が
あ
る
。

特
に
管
理
作
業
面
で
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活

用
は
増
え
、
一屋
用
に
つ
な

が
る
。
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
や

販
売
に
も
結
び
つ
け
た
い
。

固
　
胡
摩
地
区
は
交
通
の

利
便
性
、
景
観
、
そ
し
て
畜

産
事
業
所
と
の
共
存
等
適

地
と
判
断
し
て
い
る
の
か
。

他
の
候
補
地
は
再
考
で

き
な
い
か
。

市
長
　
審
査
会
の
決
定
は

尊
重
し
た
い
。

市
の
中
央
に
位
置
し
、

交
通
面
で
も
便
利
で
あ
り

地
形
も
割
合
平
坦
で
あ
る
。

悪
臭
や
ハ
エ
も
心
配
さ
れ

る
の
で
、
環
境
調
査
を
民

間
の
機
関
へ
委
ね
て
結
果

を
み
て
判
断
し
た
い
。

児
童
数
の
減
少
に

ど
う
対
処
さ
れ
る
か

固
一　
市
内
児
童
生
徒
の
学

力
は
全
国

。
県
で
ど
の
レ

ベ
ル
に
あ
る
の
か
。

学
力
向
上
対
策
は
取

っ

て
い
る
の
か
。

成
果
は
上
が
っ
て
い
る

の
か
。

植
村
教
育
長
　
小
学
校
は

全
国
レ
ベ
ル
に
あ
る
が
、

中
学
校
は
全
国
レ
ベ
ル
に

及
ば
な
い
。

小
学
校
の
算
数
は
全
国

よ
り
上
回
る
が
、
国
語
は

下
回
っ
て
い
る
。

中
学
校
は
数
学
も
全
国

に
は
及
ば
な
い
。

県
が
実
施
す
る
基
礎

・

基
本
定
着
度
調
査
の
最
新

結
果
で
は
、
小
学
五
年
生

は
全
教
科
で
県
に
及
ば
ず
、

中
学

一
年
生
も
同
様
で
あ

る
。
中
学
二
年
生
は
数
学

と
理
科
で
上
回
る
が
、
他

の
教
科
で
や
や
及
ば
な
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
２３
年
度
か
ら

「教

師
力
向
上
講
座
」
を
実
施

し
て
い
る
。
学
力
向
上
対

策
協
議
会
も
設
置
し
て
あ

る
の
で
、
目
的
を
達
成
し

た
い
。

国

・
県
レ
ベ
ル
に
達
し
な

い
面
も
あ
る
が
、
定
着
度

調
査
の
度
に
前
回
調
査
を

上
回
る
結
果
が
出
て
い
る
。

全
教
科
の
平
均
で
は
す
べ

て
の
学
年
で
向
上
し
て
い

る
。
今
後
も
学
力
向
上

と
生
徒
指
導
を

一
体
的
に

取
り
組
み

「定
着
す
る
授

業
」
を
目
指
す
。

固
一　
学
力
日
本

一
を
目
指

せ
な
い
か
、
ま
ず
は
鹿
児

島
県

一
を
目
指
し
た
ら
ど

つゝ
か
。

教
育
長
　
頑
張
り
た
い
。

土屋 健一 議員

人気のパークゴルフ

電子黒板による授業
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市
長
／
関
係
機
関
と

一
体
と
な
り
取
り
組
む

固
一　
茶
業
振
興
貸
付
基
金

の
目
的
と
活
用
法
は
。

市
長
　
合
併
前
は
末
吉

・

財
部
で
、
合
併
に
よ
り
大

隅
も
活
用
で
き
る
。

新
植
、
改
植
に
か
か
る

経
費
を
貸
付
け
初
期
投
資

の
負
担
軽
減
を
図
る
。

１０

ａ
当
た
り

一
年
目

２０
万
円
、
二
年
目
１０
万
円

以
内
で
７
年
以
内
の

一
括

償
還
で
無
利
子
で
あ
る
。

固
一　
県
茶
業
大
会

（曽
於

市
会
場
）
の
本
市
の
取
り

組
み
は
。

市
長
　
銘
茶
研
究
会
も
設

立
さ
れ
、
品
評
会
対
策
費

と
し
て
７
３
７
万
円
を
当

初
予
算
化
し
、
大
成
功
に

向
け
取
り
組
む
。

高
齢
者
見
守
り
対
策
事

業
に
つ
い
て

固
　
高
齢
化
社
会
の
実
態

を
ど
う
み
る
か
。

市
長
　
曽
於
市
の
高
齢
化

率
は
現
在
３４
％
で
ヽ
上
昇

す
る
傾
向
で
あ
る
。

地
域
で
の
見
守
り
の
必

要
な
高
齢
者
が
、
さ
ら
に

増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
。

固
一　
見
守
り
の
現
状
は
ど

う
か
。

市
長
　
市
内
２６
ケ
所
の
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
を
核

に
、
在
宅
福
祉
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
よ
る
見
守
り
活
動

を
実
践
し
て
い
る
が
、
考

え
方
や
取
り
組
み
に
差
が

あ
る
。

胴
回
圃
園
　
畑
か
ん
地
域

で
の
お
茶
の
節
水
型
散
水

器
具
の
普
及
と
導
入
に
つ

い
て
は
。

池
田
市
長
　
従
来
型
よ
り

６
割
の
節
水
効
果
が
あ
り
、

農
家
や
関
係
機
関
と

一
体

と
な
り
検
討
す
る
。

固
一　
早
急
な
取
り
入
れ
を

望
む
が
解
決
策
は
。

市
長
　
平
成
２４
年
度
中
に

一
般
会
計
補
正
も
考
え
て

い
る
。

固
一　
役
員
引
き
受
け
手

の
な
い
現
状
で
、
今
後
ど

の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
、

安
心
安
全
な
高
齢
化
社
会

を
築
く
の
か
。

市
長
　
各
自
治
会
長
、
班

長
、
ま
た
そ
の
奥
様
方

ヘ

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
活
動
は

難
し
い
と
考
え
、
毎
月
の

見
守
り
結
果
の
報
告
に
対

す
る
報
酬
を
予
算
化
し
、

複
数
年
、
務
め
て
も
ら
う

よ

つゝ
に
す
る
。

ま
た
、
市
の
訪
間
専
門

員
と
併
せ
て
高
齢
者
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
を
目
指
す
。

渡辺 利治 議員

稼働中の防霜スプリンクラー

曽於市地域福祉ネットワーク会議
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市長/場所の移動t.分煙対策を早急に行う

園
回
圏
ロ
　
メ
セ
ナ
温
泉

の
喫
煙
場
所
は
現
在
の
場

所
が
適
当
か
。

池
田
市
長
　
今
の
場
所
は

適
当
で
な
い
。

固
一　
今
ま
で
に
喫
煙
場
所

に
対
す
る
苦
情
は
な
か
っ

た
の
か
。

市
長
　
苦
情
は
あ

っ
た
。

固
一　
喫
煙
場
所
を
変
え
て

く
れ
と
の
声
が
あ
る
が
、

な
ぜ
改
善
で
き
な
い
の
か
。

市
長
　
場
所
の
移
動
、
分

煙
対
策
を
早
急
に
行
う
。

小

・
中
学
校
に
お
け
る

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
は

回
回
園
目
　
市
内
小

・
中

学
校
に
お
け
る
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
の
実
態
は
。

植
村
教
育
長
　
市
内
小

・

中
学
校
併
せ
て
２６
校
あ
る

）

が
、
小
学
校
は
、
岩
川
小
、

末
吉
小
、
財
部
小
の
３
校
。

中
学
校
は
、
大
隅
中
、
末

吉
中
の
２
校
完
備
さ
れ
て

い
て
、
現
在
建
設
中
の
財

部
中
も
設
置
の
計
画
で
あ

る
。
今
の
と
こ
ろ
市
内
６

校
の
み
で
あ
る
。

固
　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対

策
を
強
化
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

教
育
長
　
大
き
な
効
果
を

発
揮
す
る
の
で
、
前
向
き

に
検
討
す
る
。

粗
大
ゴ
ミ
処
理
の
改
善
を

固
一　
粗
大
ゴ
ミ
処
理
の
改

善
策
を
。

市
長
　
合
併
し
て
大
隅
と

財
部
の
両

一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
が
閉
鎖
さ
れ
、

粗
大
ゴ
ミ
処
理
に
お
い
て
、

特
に
高
齢
者
や
車
の
な
い

方
が
不
自
由
を
き
た
し
て

い
る
が
、
両
町
に
お
け
る

実
態
は
。

市
長
　
施
設
の
延
命
化
を

図
る
た
め
、
大
隅
と
財
部

の
処
分
場

へ
の
搬
入
は
行

っ
て
い
な
い
。
末
吉
の
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

一
ヶ
所

の
み
の
搬
入
で
あ
る
。

固
一　
大
隅
、
財
部
、
両
町

へ
の
粗
大
ゴ
ミ
回
収
の
手

立
て
を
講
ず
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

市
長
　
市
内
全
域
的
に
改

善
す
べ
き
な
の
で
、
プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

つ
く

り
、
大
崎
町
の
事
例
に
近

づ
け
る
よ
う
ど
の
方
法
が

い
い
の
か
具
体
的
な
調
査

を
行

い
検
討
す
る
。

原田 賢一郎 議員

メセナ温泉センター内喫煙所

収集された粗大ゴミ (曽於市クリーンセンター)
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市
長
　
市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
い
て
行
う

１
９
０
の
橋
は
、
調
査
を

検
討
す
る
。

固
一　
洪
水
時
に
冠
水
が
予

想
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
。

・市
長
　
県
水
防
計
画
で
は
、

末
吉
柿
木
地
区
５０
戸
、
財

部
中
谷
地
区
４５
戸
、
堤
地

区
１
２
５
戸
、
南

・
市
之

坂
地
区
２
０
０
戸
を
予
想

し
て
お
り
、
大
隅
地
区
は

な
い
。

固
一　
水
道
は
大
丈
夫
か
。

市
長
　
平
成

１７
年
水
道

事
業
の
耐
震
基
準
が
示
さ

れ
、
そ
れ
以
後
に
建
設
し

た
、
下
窪
水
源
地
、
同
配

水
池
、
八
反
水
源
地
、
高

松
配
水
池
、
城
山
水
源
地

は
耐
震
化
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
以
前
に
建
設
し
た
配

水
池

１９
ケ
所
、
浄
水
場

・６
ケ
所
は
診
断
し
て
整
備

す
る
必
要
が
あ
る
。

送
配
水
管
は
延
長
が
長

い
の
で
、
基
準
に
該
当
す
る

よ
う
布
設
替
工
事
時
に
実

施
し
て
い
る
が
、
水
道
財
政

の
状
況
を
見
な
が
ら
行
う
。

固
　
ダ
ム
決
壊
の
お
そ
れ
は
。

市
長
　
本
市
に
は
中
岳
ダ

ム
、
谷
川
内
ダ
ム
が
あ
る

が
、
河
川
管
理
施
設
等
構

造
令
に
基
づ
い
て
施
行
さ

れ
て
い
る
の
で
、
気
象
庁

発
表
の
震
度
と
は
単
純
に

比
較
で
き
な
い
。
東
日
本

大
震
災
で
安
全
性
に
直
ち

に
影
響
を
及
ば
す
被
害
報

告
は
な
い
。

毎
月
堤
体
の
挙
動
観
測

を
行
い
、
万
全
の
体
制
で

は
あ
る
。

）

山下 諭 議員

田
国
団
園
　
風
雨
の
自
然

災
害
は
、
時
系
列
的
に
ま

た
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
的
に

予
測
が
あ
る
の
で
予
防
で

き
る
が
、
地
震
は
で
き
な
い
。

現
時
点
で
の
対
応
を
問
う
。

公
共
建
造
物
対
策
は
。

池
田
市
長
　
学
校
施
設
で

４９
棟
の
耐
震
調
査
を
実
施

し
た
。
ぅ
ち
２７
棟
が
補
強

改
築
の
必
要
が
あ
る
。

平
成
２７
年
度
ま
で
実

施
の
計
画
。
社
会
教
育
施

設
の
公
民
館
、
文
化
セ
ン

タ
ー
、
体
育
館
で
基
準
法

改
正
前
の
施
設
が
１１
あ
る

の
で
検
討
す
る
。

市
営

・
市
有
住
宅

で

は
、
１
１
６
６
戸
中
新
基

準
で
建
設
さ
れ
た
も
の
が

７
６
２
戸
、
他
は
今
後
耐

震
診
断
を
実
施
す
る
。

橋
梁
は
、
市
道
と
農
道

を
合
わ
せ
て
２
２
６
あ
る
。

基

準

改

正

前

架

設

の

曽於地区防災訓練

可
`

画
一　
避
難
場
所
の
表
示
設

置
を
す
べ
き
で
あ
る
。

市
長
　
市
が
指
定
し
た
避

難
場
所
施
設
は
３２
ケ
所
あ
る
。

表
示
板
の
な
い
と
こ
ろ

は
、
設
置
す
る
。

討
ラ
タ
‥
ヘ
リ
の
離
着
場
は

２
一　
平
成
２３
年
１２
月
２６
日

か
ら
県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

が
運
行
さ
れ
て
い
る
。
市

内
の
離
着
陸
場
は
２４
ケ
所

（財
部
６
、
大
隅
６
、
末

吉
１２
）
で
あ
る
。
財
部
の

南
校
区
は
な
い
が
。

市
長
　
消
防
署
と
運
行
会

社
で
該
地
の
面
積
、
平
坦

地
、
障
害
物
の
有
無
、
２

方
向

の
進
入
出
路
確
保
、

の
基
準
で
選
定
さ
れ
て
い

る
。
市
の
意
見
は
求
め
ら

れ
て
い
な
い
。

固

　
財

部

南

地

区

は

５
０
０
戸
を
超
え
る
地
域

で
あ
る
。
隣
接
し
て
３
ヶ
所

あ
る
地
域
も
あ
る
。
市
も

意
見
を
云
つヽ
べ
き
で
あ
る
。

市
長
　
今
後
、
県

へ
申
し

入
れ
て
い
く
。

ドクターヘリ出動中
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市長/均衡ある発展を目指す

因
目
目
目
　
こ
れ
ま
で
の

街
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に

評
価
さ
れ
て
い
る
か
。

池
田
雨
長
　
旧
３
町
の
特

徴
を
生
か
し
、
均
衡
あ
る

発
展
を
念
頭
に
各
種
事
業

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

固
一　
街
づ
く
り
計
画
や
総

合
振
興
計
画
で
、
見
直
す

べ
き
課
題
は
な
い
か
。

市
長
　
過
疎
化
が
進
む
中
、

自
助

・
共
助

・
公
助
に
よ

る
政
策
が
重
要
か
つ
必
要

と
さ
れ
る
時
代
に
な

っ
て

き
た
と
感
じ
て
い
る
。

課
題
と
し
て
安
心

。
安

全
な
街
づ
く
り
、
健
康
な

街
づ
く
り
や
、
自
然
豊
か

な
地
域
資
源
を
生
か
し
た

観
光
の
振
興

・
産
業
振
興
、

市
民
参
加
の
共
生
協
働
の

街
づ
く
り
の
推
進
、
防
災

対
策
や
危
機
管
理
等
が
あ

げ
ら
れ
る
。

固
一　
事
業
評
価
を
す
る
の

に
は
政
策
評
価
制
度
を
取

り
入
れ
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
　
早
い
機
会
に
や
ら

な
い
と
い
け
な
い
段
階
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

閻
一　
地
域
ご
と
に
特
徴
あ

る
エ
リ
ア
を
定
め
た
街
づ

く
り
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
長
　
今
ま
で
は
事
業
平

準
化
の
た
め
に
取
り
組
ん

で
き
た
。

今
後
、
地
域
に
根
付
い

た
も
の
を
重
視
し
て
取
り

組
む
こ
と
も
、
進
め
な
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

農
業
後
継
者
新
規
就
農

者
支
援
制
度
に
つ
い
て

固
一　
新
規
就
農
者
支
援
補

助
金
の
実
績
と
課
題
は
。

市
長
　
７
年
間
で
１
０
２

名
を
認
定
し
、
支
援
金
総

額
ｌ
億
３
７
７
４
万
円
と

な

っ
て
い
る
。

固
　
２
年
間
の
支
援
の
取

り
組
み
だ
が
、
３
年
目
以

降
も
支
援
が
必
要
で
は
な

い
か
。

市
長
　
平
成
２４
年
度
か
ら

国
の
制
度
も
導
入
さ
れ
る

と
聞

い
て
お
り
、
現
状
の

ま
ま
で
い
き
な
が
ら
国
の

制
度
を
見
守
り
た
い
。

花
房
峡
憩
い
の
森
の

振
興
策
に
つ
い
て

固
　
現
状
を
ど
の
よ
う
に

分
析
さ
れ
て
い
る
か
。

市
長
　
２０
周
年
を
迎
え
、

記
念
事
業
で
植
樹
を
行
い
、

６
種
類
約
１
３
０
本
の
桜

を
植
樹
し
た
。

過
去
３
年
間
の
平
均
利

用
者
は
１
万
９
３
３
人
、

宿
泊
者
数
２
２
８
１
人
で

当
初
か
ら
す
る
と
少
な
く

な

っ
て
い
る
。
今
後
、
国

道
側
か
ら
よ
く
見
え
な
い

の
で
、
場
内

や
斜
面

の

照
葉
樹
林
を
残
し
な
が
ら

間
伐
を
行
う
計
画
で
あ
る
。

国
道
側
に
展
望
施
設
等
も

検
討
し
た
い
。

県
道
側
か
ら
遊
歩
道

・

歩
道
橋
を
通
り
、
徒
歩
で

行
け
る
が
、
案
内
板
や
道

じ
る
べ
が
な
い
の
で
検
討

し
た
い
。

施
設
も
老
朽
化
し
て
お

り
、
年
次
的
に
改
修
し
た
い
。

大津 亮二 議員

幸:llttl理重型璽壼

多くの人で賑わう そお市民祭

花房峡憩いの森 20周年記念植樹祭
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● 総務常任委員会

● 文教厚生常任委員会

● 建設経済常任委員会

● 特別委員会

各常任委員会では,開会中の所管事務調査や 3月定例会で付託になつた議案 。陳情につ

いて審査を行いました。

総
務
常
任
委
員
会

☆
市
税
条
例
の
一部
改
正

固
一　
平
成
２６
年
度
か
ら
平

成
３５
年
度
ま
で
の
市
民
税

の
均
等
割
５
０
０
円
加
算

の
使
い
み
ち
は
。

圏
　
東
日
本
大
震
災
等
の

発
生
に
伴
い
、
平
成
２３
年

度
か
ら
平
成
２７
年
度
ま
で

の
間
に
、
曽
於
市
が
行
う

防
災
施
策
に
対
す
る
借
入

金
返
済
の
財
源
に
な
る
。

（吉
村
幸
治
委
員
長
）

☆
平
成
２４
年
度
曽
於
市
一般

会
計
予
算

（所
管
分
）

固
　
市
有
地
等
の
売
却
を

民
間
業
者
に
仲
介
を
委
託

す
る
と
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
に
行
う
の
か
。

目
　
業
者
の
範
囲
を
ど
こ

ま
で
に
す
る
か
実
施
し
て
い

る
自
治
体
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
不
動
産
業
者
に
も

納
得
が
得
ら
れ
る
よ
う
な

形
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

固
　
光
フ
ア
イ
バ
ー
網
が

末
吉

。
大
隅
の
中
心
部
の

整
備
が
終
わ
り
、
平
成
２４

年
度
に
財
部
の
中
心
部
を

行
う
計
画
で
あ
る
が
、
市

内
全
域
を
整
備
す
る
の
は

い
つ
頃
か
。

圏

今
の
エ
リ
ア
か
ら
線

を
延
長
す
る
こ
と
は
通
信

事
業
者
で
は
可
能
で
あ
る

が
、
延
長
す
る
エ
リ
ア
に

利
益
を
得
ら
れ
る
顧
客
が

多
数
い
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
の

段
階
で
は
市
内
全
域
を
全

て
整
備
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

固
　
市
民
提
案
型
共
生

・

協
働
活
動
支
援
事
業
の
概

要
は
。

圏
　
一九
気
で
生
き
生
き
と

し
た
生
活
が
で
き
る
為
の

地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

な
お
、
既
存
の
自
治
会

の
十
五
夜
等
は
対
象
外
と

考
え
て
い
る
。

新
た
な
事
業
で
対
象
経

費
の
９
割
以
内
の
２０
万
円

を
上
限
と
し
て
交
付
す
る
。

固
　
主
要
河
川
の
水
質
検

査
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

圏
　
市
全
体
で
２‐
ヶ
所
の

検
査
で
あ

っ
た
が
、
平
成

２４
年
度
か
ら
大
隅
町
坂
元

地
区
を
追
加
し
、
年
に
４

回
の
検
査
を
実
施
す
る
。

な
お
、
ほ
と
ん
ど
数
値

的
に
異
常
は
な
い
が
、
大

腸
菌
群
数
に
つ
い
て
、
数
値

的
に
や
や
多
い
所
が
あ
る
。

固
　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

・

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
等
整
備

事
業
の
予
算
内
容
は
。

目
一　
実
施
設
計
業
務
委
託

料

・
用
地
取
得
費

・
立
木

伐
採
委
託
料
な
ど
で
あ
る
。

（付
磯撃
決
畿攣

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

。
フ

ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
等
整
備
事

業
は
、
重
要
な
案
件
と
位

置
付
け
、
特
別
委
員
会
を

設
置
し
て
、
現
在
、
調
査

継
続
中
で
あ
る
こ
と
か
ら

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

。
フ
ラ
ワ

ー
パ
ー
ク
整
備
事
業
調
査

特
別
委
員
会
が
結
論
を
得

る
ま
で
の
間
、
予
算
の
執

行
を
全
額
凍
結
す
る
こ
と
。

売り出し中の市有地

水質検査対象の河川
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文
教
厚
生
常
任
委
員
会

☆
平
成
２４
年
度
一般
会
計
予

算
に
つ
い
て

（所
管
分
）

固
　
一局
齢
者
見
守
り
対
策

事
業
の
内
容
は
。

目
　
市
内
の
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
の
方
々
を
対

象
と
し
て
訪
問
専
門
員
３

名
を
本
年
度
か
ら
配
置
し
、

週
１
回
程
度
見
守
り
を
行

う
制
度
で
あ
り
、
在
宅
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
報
告
も
含

め
た
情
報
は
、
住
基
、
介
護
、

障
害
者
情
報
と
連
携
し
た

地
域
福
祉
支
援
シ
ス
テ
ム

に
入
力
し
、
災
害
時
の
支

援
や
見
守
り
に
活
用
す
る
。

固
一　
子
ど
も
医
療
費
助
成

事
業
の
内
容
と
対
象
者
は
。

圏
　
こ
れ
ま
で
の
小
学
校

入
学
前
の
医
療
費
の
無
料

化
か
ら
、

２４
年
度
よ
り
中

学
校
を
卒
業
す
る
年
の
３

月
３‐
日
ま
で
の
医
療
費
を

無
料
に
す
る
制
度
で
あ
り
、 （大

川
内
冨
男
委
員
長
）

対
象
者
は
今
ま
で
よ
り
３

千
名
増
加
し
、
約
４
３
０

０
名
弱
と
な
る
。

固
一　
健
康
福
祉
整
備
事
業

の
内
容
は
。

圏
　
乳
幼
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
気
軽
に
利
用
で
き
、

主
な
施
設
と
し
て
健
康
診

断
、
検
査
、
健
康
教
室
、

乳
幼
児
相
談
、
各
種
福
祉

相
談
室
等
を
備
え
た
施
設

で
、
市
民
プ
ー
ル
及
び
メ

セ
ナ
会
館
と
連
携
し
た
多

目
的
施
設
で
あ
る
。

☆
平
成
２４
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算
（所
管
分
）

固
　
国
保
会
計
の
将
来
の

見
通
し
は
。

圏
　
こ
れ
ま
で
の
状
況
で

医
療
費
が
推
移
し
て
い
け

ば
、
法
定
外
繰
入
金
を
毎

年
８
千
万
円
行
っ
て
も
厳

し
い
。

rヽ
_

固
一　
医
療
費
等
分
析
業
務

委
託
事
業
と
は
。

圏
　
新
規
事
業
と
し
て
レ

セ
プ
ト
の
デ
ー
タ
分
析
を

業
者
に
委
託
し
、
こ
れ
ま

で
よ
り
詳
し
く
分
析
し
そ

の
結
果
を
保
健
師
に
よ
る

保
健
指
導
等
に
役
立
て
る
。

☆
平
成
２４
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算
（所
管
分
）

固
一　
緊
急
通
報
シ
ろ
ア
ム

事
業
と
利
用
状
況
は
。

答
　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
宅
で
、
家
電
商
品
の

利
用
状
況
が
、
離
れ
て
暮

ら
す
家
族
等
に
わ
か
る
よ

う
メ
ー
ル
で
届
け
ら
れ
る

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

現
在
１
７
５
台
利
用
さ

れ
て
お
り
、
今
年
度
は
１

８
０
台
を
見
込
ん
で
い
る
。

目
困
目
園
　
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
の
緊
急
時
の

対
応
策
と
し
て
積
極
的
に

推
進
す
る
よ
う
。

懸
管
馨
務
調
査

○
南
之
郷
中
学
校

閉
校
に
伴
う
記
念
行
事

と
し
て
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大

会
等
が
実
施
さ
れ
、
本
年

度
は
末
吉
中
と
の
合
同
学

習
や
地
域
の
清
掃
活
動
ヘ

の
参
加
等
、
生
徒
の
愛
校

心
と
統
合
へ
の
意
識
を
高

め
る
取
り
組
み
が
さ
れ
て

い
た
。

○
財
部
南
中
学
校

閉
校
に
当
た
っ
て
、
閉

校
記
念
看
板
作
成
、
閉
校

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
作
成
、
ま

た
地
域
に
お
い
て
も
記
念

講
演
会
等
計
画
さ
れ
、
学

校

・
保
護
者

。
地
域
が

一

体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
た
。

○
財
部
北
中
学
校

閉
校
に
当
た
り
、
さ
ら

に
多
く
の
方
に
参
加
し
て

頂
く
た
め
の
各
種
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
実
施
さ
れ
、
「人

の
つ
な
が
り
」
を
意
識
し

た
閉
校
記
念
行
事
が
実
施

さ
れ
て
い
た
。
ま
た
卒
業

式
と
閉
校
式
を
同
日
開
催

と
し
、
Ｏ
Ｂ
等
多
く
の
方
々

の
参
加
の
工
夫
が
な
さ
れ

て
い
た
。

○
か
の
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
場

平
成

１９
年
に
完
成
し
、

面
積
８
．
３

ｈａ
ヽ
８
コ
ー
ス
６４

ホ
ー
ル
の
協
会
認
定

コ
ー

ス
で
あ
り
、
防
衛
施
設
用

移
転
跡
地
活
用
の
全
国
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
整
備

さ
れ
、
平
成
２‐
年
度
よ
り

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
た
と
の
説
明
で
あ
っ
た
。視察中の文厚委員
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建
設
経
済
常
任
委
員
会

☆
平
成
２４
年
度
曽
於
市
一般

会
計
予
算

（所
管
分
）

固
　
ゆ
ず
冷
凍
施
設
整
備

事
業
と
し
て
、
２
億
２
７

７
０
万
１
千
円
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
今
後
の
ゆ

ず
生
産
の
見
通
し
は
。

圏
一　
現
在
９２
ｈａ
、
７
８
０

ン
ト

の
生
産
量
で
あ
る
が
、

成
園
時
は
１
８
０
０
ト

ン
で

３
０
０
ト

ン
の
果
汁
と
な
る
。

搾
汁
施
設
の
能
力
を
超
え

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
面

積
拡
大
は
控
え
て
い
る
。

本
事
業
で
建
屋
面
積
６

４
３

・
７
２ｍ
の
冷
凍
施
設

を
造
る
こ
と
と
、
ブ
ラ
ン

ド
認
証
で
販
売
面
は
有
利

に
な
る
の
で
、　
一
層
の
新

製
品
創
出
に
努
め
る
。

固
一　
商
工
業
後
継
者
育
成

事
業
と
し
て
、
商
工
業
新

規
就
業
者
補
助
金
２
８
８

万
円
が
あ
る
が
内
容
は
。

（山
下
　
諭
委
員
長
）

圏
一　
本
年
よ
り
農
林
業
と

同
様
の
補
助
を
創
設
し
、

新
規
に
商
工
業

へ
就
業
す

る
者

へ
月
額
７
万
円
、
親

の
後
を
継
ぐ
後
継
者

へ
は

月
額
５
万
円
を
２
年
間
支

給
す
る
。

商
工
業
の
活
性
化
が
目

的
で
あ
る
。

固
一　
地
域
振
興
住
宅
１０
戸

を
建
設
す
る
計
画
で
あ
る

が
、
本
事
業
に
つ
い
て
は

地
域
振
興
住
宅
条
例
制
定

時
の
趣
旨
に
沿

っ
た
建
設

場
所
を
選
定
す
べ
き
で
あ

る
、
と
の
意
見
が
強
く
出

て
い
る
。

申
し
込
み
状
況
は
。

固
一　
本
事
業
は
平
成
２０
年

よ
り
実
施
し
、

２３
年
度
ま

で
に
５０
戸
建
設
し
て
い
る
。

本
年
は
、
現
時
点
で
市

内
居
住
者
を
含
め
２９
件
の

申
し
込
み
が
あ
る
。

場
所
は
、
申
込
者
の
希

望
地
も
あ
る
の
で
未
定
で

あ
る
。

※
３
月
３０
日
時
点
で
４８
件

と
な

っ
て
い
る

末吉商店街

☆
平
成
２４
年
度
曽
於
市
公

共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
予
算

固
一　
本
年
度
の
計
画
は
。

圏
一　
本
事
業
は
、
末
吉
町

の
市
街
地
の
認
可
区
域
２

０
０
ｈａ
を
実
施
す
る
も
の

で
あ
る
が
、

２３
年
度
末
の

供
用
面
積
は
１
９
２
ｈａ
で

あ
る
。

枝
線
管
梁
築
造
工
事

２
０
５
０
ｍ
、
単
独
枝
線

管
梁
４
２
０
ｍ
を
実
施
し
、

２３
年
末

の
加
入
戸
数
は

１
０
８
４
戸
で
新
規
加
入

戸
数
は
供
用
区
域
内
５５
戸

を
見
込
ん
で
い
る
。

☆
平
成
２４
年
度
曽
於
市
水

道
事
業
会
計
予
算

固
一　
本
年
度
の
事
業
は
。

目
一　
本
年
の
取
水
設
備
改

良
及
び
配
水
設
備
改
良
工

事
を
、
末
吉
地
域
に
お
い
て

諏
訪
水
源
整
備
、
野
田
地

区
水
道
管
布
設
替
工
事
外

８
件
、
財
部
地
域
で
馬
立

水
源
地
電
気
設
備
工
事
外

５
件
、
大
隅
地
域
で
本
町

地
区
水
道
管
布
設
替
工
事

外
１
件
を
計
画
し
て
い
る
。

加
入
戸
数
で
末
吉
地
域

１
１
０
戸
、
財
部
地
域
６２

戸
の
増
で
大
隅
地
域
２２
戸

の
減
、
計
１
５
０
戸
増
を

見
込
ん
で
い
る
。

所
管
覇
務
調
査

○
地
域
振
興
住
宅
建
設
事
業

過
疎
化
が
進
み
地
域
社

会
の
保
持
が
困
難
な
地
域

に
市
外
か
ら
子
ど
も
の
い

る
家
族
の
転
入
を
促
進
す

る
た
め
平
成
２０
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
事
業
で
あ

り
、
年
間
１０
戸
の
建
築
を

目
標
と
し
て
い
る
。

園
見
一　
市
外
在
住
者

へ
広

報
周
知
を
工
夫
し
、
積
極

的
に
行
う
べ
き
で
あ
る
。

中
学
校
跡
地
が
各
所
に
あ

り
地
域
の
中
心
な
の
で
利

用
す
べ
き
で
あ
る
。

○
曽
於
市
ブ
ラ
ン
ド
確
立

推
進
事
業

曽
於
市
の
第
１
回
ブ
ラ

ン
ド
商
品
と
し
て
１６
件
を

認
定
。
今
後
、
市
内
の
道

の
駅
に
ブ
ラ
ン
ド
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
流
通
販
売
の
強

化
を
図

っ
て
い
く
。

固
園
一　
認
証
有
効
期
間
が

２
年
は
Ｐ
Ｒ
や
定
着
度
を

考
え
る
と
短
い
の
で
は
。

地域振興住宅 (憶地区)
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バ
ー
ク
ゴ
ル
・フ
場

・
フ
ラ
ワ
…
パ

■
ク
整
備
事
業
調
査
特
別
委
員
会

（渡
辺
利
治
委
員
長
）

○
第
３
回
特
別
委
員
会

平
成
２４
年
２
月
１７
日

。
現
地
調
査

（胡
摩
地
区
）

。
陳
情
第
７
号

「市
民
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
公
園
建
設

の
賛
否
を
決
め
る
陳

情
書
」
の
採
決
の
結
果

【賛
成
少
数
不
採
択
】

賛
成
意
見

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

。
フ

ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
等
整
備
事

業

は
、
ま
ち
づ
く
り

の

一
環
で
あ
り
ま
す
。
計
画

を
ま
ず
出
し
て
、
市
民
に

公
開
し
、
そ
の
事
業
が
本

当
に
必
要
な
の
か
と
い
う

議
論
を
し
、
議
会
と
し
て

も
調
査
が
な
さ
れ
た
後
で
、

や
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

議
会
と
し
て
は
、
ま
だ

審
査
中
の
段
階
で
あ
る
。

ま
た
、
市
民

の
暮

ら

し
の
状
況
を
み
た
と
き
に
、

農
業
で
や
っ
て
い
け
な
い
、

商
売

で
き
な

い
、
年

金

特
別
委
員
会
は
、
平
成

２４
年
２
月
８
日
か
ら
３
月

・２
日
ま
で
に
、
３
回
開
催
さ

れ
、
陳
情
２
件
の
審
査
及

び
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
第
２
回
特
別
委
員
会

平
成
２４
年
２
月
８
日

執
行
部
か
ら
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場

・
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
等
整
備
事
業
に
つ
い
て

概
要
説
明

（プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
委

員
会
に
お
い
て
建
設
場
所

を
末
吉
町
胡
摩
地
区
に
特

定
と
の
報
告
）

・
陳
情
第
４
号

「
仮
称
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ

・
フ
ラ
ワ

ー
公
園
に
関
す
る
陳
情

書
」
の
審
査

・
陳
情
第
７
号

「
市
民
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
公
園
建
設

の
賛
否
を
決
め
る
陳
情

書
」
の
審
査

Ｃ暮
ら
し
で
生
活
で
き
な
い
、

こ
ん
な
状
況
が
市
民
の
中

に
い
っ
ぱ
い
あ
る
時
に
、
な

ぜ
、
今

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

公
園
建
設
な
の
か
と
い
う

声
が
渦
巻
い
て
い
る
。
少

な
く
と
も
市
民
の
声

（ア

ン
ケ
ー
ト
）
を
大
事
に
す

る
た
め
に
は
、
陳
情
７
号

を
採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

反
対
意
見

地
方
自
治
法
、
議
会
制

民
主
主
義
の
観
点
か
ら
考

え
る
と
、
議
会
は
三
つ
の

課
題
を
持

っ
て
い
る
。

①
し
っ
か
り
と
曽
於
市
と

市
民
を
守
っ
て
い
く
こ
と
。

②
出
て
く
る
問
題
を

一
つ

ひ
と
つ
、
的
確
に
解
決

し
て
い
く
こ
と
。

③
５
年
、

１０
年
、

５０
年
後
、

未
来
を
創
造
し
て
い
く

役
割
が
議
会
や
行
政
に

あ
り
、
そ
う
し
た
観
点

で
物
事
を
論
じ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
ン

ケ
ー
ト
は
、
率
直
な
市
民

の
意
見
で
は
あ
る
が
、
こ

の
一ら
の
役
割
は
果
た
せ

な
い
だ
ろ
う
と
思
う
。

Ｃ

冷
静

に
慎
重

に
決

め
る

と

い
う

こ
と

に
関
し

て
は
、

ア
ン
ケ

ー
ト
と

い
う
も

の

は
、
少
し
そ
ぐ
わ
な

い
。

や
は
り
、
重
い
決
断
を
す

る
と
き
に
は
、
行
政
で
あ

り
、
議
会
で
あ
る
。

陳
情
第
７
号

「市
民
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
公
園
建
設
の
賛
否

を
決
め
る
陳
情
書
」
に
つ

い
て
は
、
市
民
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
求
め
る
べ
き
で
は
な

く
、
議
員
自
ら
の
責
任
と

判
断
に
よ
り
解
決
す
べ
き

で
あ
り
、
陳
情
第
７
号
は

不
採
択
と
す
べ
き
で
あ
る
。

○
第
４
回
特
別
委
員
会

平
成
２４
年
３
月
１２
日

市
長
か
ら
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場

。
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
等
整

備
事
業
に
関
す
る
経
緯
と

考
え
方
に
つ
い
て
の
説
明
。

固
一　
特
に
環
境
問
題
に
対

す
る
考
え
方
に
つ
い
て
は
。

市
長
　
公
的
機
関
に
よ
る

厳
格
な
方
法
で
環
境
調
査

を
し
、
議
会
に
示
す
。

固
一　
特
別
委
員
会
の
決
議

を
、
市
長
は
何
処
ま
で
尊

重
す
る
つ
も
り
か
。

市
長
　
議
会
は
、
市
民
か

ら
選
ば
れ
た
議
員
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
議
会
制
民

主
主
義
に
お
い
て
、
議
会
を

中
心
と
し
て
、
首
長
は
予
算

を
提
案
し
、
議
会
に
判
断

を
仰
ぐ
の
は
当
然
で
あ
る
。

・
陳
情
第
４
号

「仮
称
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ

・
フ
ラ
ワ

ー
公
園
に
関
す
る
陳
情

書
」
は
、
調
査
内
容
の

協
議
の
結
果
、
継
続
審

査
と
決
定
。

以
上
の
と
お
り
と
な
り

ま
し
た
。

議
会
運
営
等
調
査

特
別
委
員
会

（久
長
登
良
男
委
員
長
）

特
別
委
員
会
は
、
平
成

２４
年
３
月
２６
日
に
、
第
３

回
議
会
運
営
等
調
査
特
別

委
員
会
を
開
き
、
報
告
会

実
施
に
向
け
て
の
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。

①
会
次
第
の
再
確
認

②
各
班
の
協
議

。
班
長
等
の
役
割
分
担
の

決
定

・
報
告
会
の
地
区
別
の
決
定

③
報
告
会
の
日
時

・
場
所

の
決
定

平
成
２４
年
５
月
２５
日

（金
）
１９
時
よ
り
各
町
中

央
公
民
館
に
て
開
催

④
議
会
報
告
会
に
お
け
る

注
意
事
項
の
協
議

以
上
の
こ
と
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

※
次
ペ
ー
ジ
に
詳
細
あ
り

審議中の特別委員会
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本年度より、議員が 3班に分かれ市内3地区にて「議会報告会」を開催します。

市政の課題と議会の活動状況等を報告 し、市民の皆様の声をお聞きしながら、今後の

議会活動に活かしてまいります。多くの皆様の参加をお待ちしております。

☆内容・・・①議会からの議会報告 。質疑応答  ②フリートーク

ヽ、tt_ヽ 忙

υヽ

春
爛
漫
　
桜
の
花
び
ら
が

舞
う
季
節
の
到
来
、
思
い
起
こ

す
と
５６
年
前
は
県
道
２
号
線

よ
り
高
い
学
校
土
手
に
桜
の

本
が
数
本
あ
っ
た
の
を
記
憶
し

て
い
る
。
花
び
ら
を
踏
み
し
め

て
正
門
を
登
っ
て
行
く
と
左
側

に
木
造
の
長
屋
が
一年
生
校
舎

で
、
正
面
に
上
級
生
の
校
舎
鉄

筋
本
館
が
あ
り
ま
し
た
。

財
部
小
新
校
舎
が
完
成
し

二
年
目
の
春
が
来
ま
し
た
。

今
年
は
、

４８
名
の
新
入
生

で
全
校
生
徒
３
１
３
名
で
の
、

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

勉
強
や
運
動
に
励
み
、
校

訓
に
あ
り
ま
す

「強
く
・
正

し
く
・明
る
く
」に
向
け
頑
張
っ

て
、
曽
於
市
を
担
っ
て
い
け
る

人
間
に
成
長
さ
れ
る
よ
う
期

待
し
て
い
ま
す
。
　
　
（久
長
）

暦
年
で
は
、
１
月
１
日
が

新
年
度
で
あ
る
が
会
計
年
度

や
学
校
年
度
で
は
、
４
月
１

日
か
ら
新
年
度
が
始
ま
る
。

こ
の
区
切
り
は
、
明
治
時
代

か
ら
だ
と
い
う
。
外
国
を
み

て
み
る
と
、会
計
年
度
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
・
中
国
な
ど
は
暦
年

と
同
じ
１
月
か
ら
１２
月
。
ア

メ
リ
カ
は
１０
月
か
ら
９
月
。

学
校
年
度
は
ア
メ
リ
カ
・
中

国
が
９
月
か
ら
で
、
お
と
な

り
韓
国
は
３
月
か
ら
と
い
つゝ
。

今
日
、
日
本
で
も
大
学
を

中
心
に
、
秋
入
学
が
取
り
沙

汰
さ
れ
入
試
試
験
や
企
業
採

用
形
態
ま
で
様
変
わ
り
す
る

可
能
性
も
あ
り
そ
う
だ
。
新

年
度
の
始
ま
り
が
ど
う
変
わ

ろ
う
と
人
の
気
持
ち
は
、
さ

ほ
ど
変
わ
れ
る
も
の
で
は
あ

る
ま
い
。
慣
れ
な
い
学
校
、

慣
れ
な
い
職
場
、
慣
れ
な
い

部
署
、
こ
の
５
月
が
危
険
な

月
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ

ろ
つゝ
。

大
波
も
い
ず
れ
は
治
ま

る
。
皆
乗
り
切
る
こ
と
を
願

い
た
い
。

（八
木
）

融
た
ち
が

作
っ
て
い
ま
す

い
ろ
ん
な
こ
意
見
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

ヽ

委

員

長

副
委
員
長

委

　

員

ククク

八
木
　
秋
博

九
日
　
克
典

今
鶴
　
治
信

五
位
塚
　
剛

久
長
登
良
男

海
野
　
隆
平

発
行
責
任
者

圭成
　
　
長
　
谷
口
　
土我
則

1班 (大津亮二、迫 杉雄、土屋健一、漆間純明、

今鶴治信、山下 諭)

5月 25日 (金 )

午後7時～

午後8時30分

大隅中央公民館

財部中央公民館
2班 (坂口幸夫、五位塚剛、山田義盛、九 日克典、

渡辺利治、 大川内冨男、大川原主税)

3班  (久長登良男、原田賢一郎、海野隆平、西川熊則、

吉村幸治、徳峰一成、八木秋博 )

末吉中央公民館
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